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研究成果の概要（和文）：　近年、女性の2～5割が腹圧性尿失禁を経験しており、生活の質を低下させている。その要
因として妊娠・分娩による骨盤底の損傷等が指摘されている。そこで、本研究に置いて育児中の女性にとって簡便で負
担が少なく、腹圧性尿失禁予防・改善効果の高いセルフケアを検証し、さらには、有効性の検証されたセルフケアの指
導を行い普及の効果を調査した。
　結果、腹圧性尿失禁予防に重要な骨盤底筋力を高めるセルフケアは、サポートパンツであり、次いで骨盤底筋体操が
有効であることが検証された。また、産後早期にセルフケア指導を行うことにより、指導を受けた対象の7割が長期的
にも情報を活用していることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）： Recently, 20 to 50 % of women have been experiencing stress urinary 
incontinence, and have impaired their quality of life. As the cause of the disease, damage to the pelvic 
floor that is associated with pregnancy and parturition is pointed out. Therefore, in this study, 
self-care which is easy and less onerous for child-raising women and also prevents and highly improves 
stress urinary incontinence was verified, and furthermore, self-care was promoted through guidance. As a 
result, it was verified that self-care that develops pelvic floor muscle was supportive underwear, and 
that pelvic floor muscle training exercise was the second effective measure. It also became evident that 
they were utilizing the information on a long-term basis after the self-care guidance during the early 
postpartum period.

研究分野： 母性・女性看護学
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１．研究開始当初の背景 
近年、女性の 2～5 割が腹圧性尿失禁を経

験しており、生活の質を低下させている（高

橋，2010）。この疾患は、骨盤底弛緩による

臓器下垂から引き起こされ、その要因として

妊娠・分娩による骨盤底の損傷等が指摘され

ている（佐藤，2005）。 

腹圧性尿失禁に対する外科的・内科的治療

はあるが、抵抗感や羞恥心から、受診せず放

置するケースが多い（二宮ら，2013）。また

弛緩した骨盤底筋群を強化する方法として、

従来から骨盤底筋体操があるが、収縮の困難

さ・コンプライアンスの低さが問題となって

いる（泌尿器科領域の治療標準化に関する研

究班，2004）。 

妊娠・分娩の影響を受けた産後に、骨盤底

筋体操を指導している施設は少なく、実施さ

れている場合でも、乳児の育児に追われる母

親たちにとって、継続実施は非常に難しい現

状がある（Jeanette S，et al，2000）。 

育児中の女性にとって負担が少なく、セル

フケアが容易な腹圧性尿失禁の予防・改善方

法の開発が周産期看護において重要である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、産後の骨盤底弛緩に対して、簡

便で着用するだけの「サポート下着」を応用

する。セルフケア指導を産後ケアに標準化し、

その効果を短期的・長期的に評価するもので

ある。 

下記、2 つの研究目的に従い研究を遂行し

た。 
 

①産後の骨盤底弛緩に対するサポート下着

の効果の検証 

産後 1 ヶ月の女性を対象に、骨盤底弛緩の

予防・改善に対するサポート下着の効果を検

証する。従来型の骨盤底筋体操による効果と

比較し、MR による骨盤内臓器の評価を行う。 

②産後のセルフケア指導の標準化と評価 
 骨盤底弛緩の予防・改善に必要なセルフケ
ア指導を産後ケアとして標準化し、その効果

を短期的・長期的に評価する。 
 
３．研究の方法 
①産後の骨盤底弛緩に対するサポート下着

の効果の検証 

 対象：産科的異常・合併症がない産後 1

ヶ月の褥婦 

①サポート下着群 25 名 

②骨盤底筋体操群 30 名 

③対照群 21 名 

 介入：産後 1 ヶ月から開始し、3 ヶ月間

継続実施。  

 評価：介入前後、終了後 3・12 ヶ月後

に MRI（図 1．）を用いての骨盤内臓器

（膀胱頸部位置）の評価、骨盤底筋力測

定器（図 2，3．）を用いての骨盤底筋の

収縮力、総合スコア、尿失禁等の自覚症

状を評価。 

     

図 1．MRI（縦型オープン MR） 

座位で撮像できるため、重力がかかった状

態の骨盤内臓器位置の評価が可能である。 

 
図 2．骨盤底筋力測定器（PFM トレー

ナー HnJ-500）エムピージャパン製 
 簡便で女性への襲侵が少なく、骨盤底筋筋
力の評価ができる。 
 

    
 

図 3．骨盤底筋力の測定様子 



骨盤底筋最大収縮力のコントロール性を
総合したもの（総合 Score）、骨盤底筋力を持
続して上昇させる時間、瞬発力である骨盤底
筋最大収縮力（Max）が表示される。 
 
②産後のセルフケア指導の標準化と評価 

 対象：産科的異常・合併症がない産後 1

ヶ月の褥婦 

 介入：産後 1 ヶ月健診にて骨盤底弛緩に

対するセルフケア指導パンフレット 

（図 4．）を用いて実施 

 評価：指導の実施率、 3・12 ヶ月後の

セルフケア行動、自覚症状 
 

図 4．セルフケア指導用パンフレット 
（研究者ら作成の 3 つ折り仕様の媒体） 

 サポート下着と骨盤底筋体操の情報を提
供し、セルフケアの取り組みを促す。 
 
４．研究成果 
①産後の骨盤底弛緩に対するサポート下着

の効果検証 

産後 1 ヶ月の女性を対象に、サポート下着

の効果、従来型の骨盤底筋体操の効果を、介

入後 16 週時点の MR 撮像による骨盤内臓器

位置にて評価した。結果は、サポート下着群

19.3mm （ 中 央 値 の 差 ,95% 信 頼 区 間

14.5‐23.7 ）、 骨 盤 筋 体 操 群 17.0mm

（10.5‐28.8）の膀胱頸部位置（収縮挙上時）

は対照群 12.4mm（7.4‐19.5）よりも有意に

挙上した（いずれも P<0.05）。加えて、MR

との相関を認めた（r＝0.53,P<0.001）骨盤底

筋力測定器での骨盤底筋力スコア点評価は、

対照群 62.0 点（中央値の差,95%信頼区間

36.0-80.0）よりも、サポート下着群 83.5 点

（70.5-90.0）のスコアが有意に高く（P=0.01）、

12 週目では対照群 70.0 点（38.0-90.5）より

も骨盤底筋体操群 91.0 点（58.0-96.0）、サポ

ート下着群 93.0 点（80.0-97.0）が有意に高

かった（P=0.013，P=0.002）。さらに、サポ

ート下着群のうち尿もれを有していた者は、

介入 12 週時点において前例症状の改善を認

めた。 

 

②産後のセルフケア指導の標準化と評価 

骨盤底弛緩の予防・改善に必要な産後のセ

ルフケア指導（骨盤底筋体操、サポート下着）

を標準化するため、産科を標榜する 11 施設

において作成したリーフレットを用い指導

を実施した。実施後、質問紙調査にてセルフ

ケア指導の評価を行った。結果は、指導を受

けた 167 名中、157 名（96.4%）が指導を活

用していた。同対象に 3 か月後、再調査を行

なった（回収率 55.7%）。引き続き指導を活

用していた者は 57 名（62%）であった。ま

た、サポートパンツに関心を持続させている

者は 72 名（77.4%）、骨盤底筋体操は 68 名

（73.1%）であった。 

まとめ 

産後の骨盤底弛緩に対するサポート下着

の効果は検証され、産後のセルフケア指導を

標準化することで、対象の 9 割は情報を活用

し、3 か月後も 7 割以上の産婦がセルフケア

に関心を持ち続けることが明らかとなった。 
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